
第５７回 広島数理解析セミナー （２００３年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.57

日時 ：４月２５日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ：広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ：滝本 和広 氏 （広島大学）
題目 ： Isolated singularities for the curvature equation of order k

要旨 ：　 次の方程式：

Hk[u] = Sk(κ1, . . . , κn) = 0 in Ω \ {0} ⊂ Rn (∗)

（ここで，κ1, . . . , κn は u のグラフの主曲率，Sk (k = 1, . . . , n) は k 次基本対
称関数，Ω は原点を含む Rn 内の領域．）の解の原点における孤立特異点の除
去可能性について論じる．
微分方程式 (∗) は k-曲率方程式と呼ばれる．k = 1 の時は極小曲面方程式に，
k = n の時はガウス曲率 0 の方程式に対応しており，幾何学・物理学において
重要なこれらの方程式を包括し，より総合的な立場から定式化された方程式で
ある．
(∗) の「解」の孤立特異点の除去可能性については，k = 1 の時は肯定的に，
k = n の時は否定的に解決されているが，その他の場合は未解決であった．本
講演では 2 ≤ k ≤ n− 1 の場合に対して得られた新たな結果を，関連する既知
の結果や未解決の予想とともに紹介する.
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